
令和 7 年度 事業報告 

社会福祉法人 牧羊会 

１. 総括 

令和 7 年度は、喫緊の課題である職員の離職率改善をはじめ、働きやすい職場づくり、ICT 等

を活用した業務効率化、尊厳保持およびハラスメント対策の強化を重点的に取り組みました。 

全体の離職率は前年度より若干低下しましたが、離職者が続く部署では運営が不安定となり、

利用者数の確保や人材育成が難しい状況が続くなど、課題の解消には至りませんでした。一方

で、取組みにより改善が見られた職場もあり、人間関係や職場の雰囲気が向上したほか、採用

から 1 年未満での離職者がなくなるなど、人材定着につながっています。 

また、人材確保においては、国による生産性向上を目的とした補助事業を活用し、賃金による

処遇改善に加え、職場環境改善にも取り組みました。その結果、業務効率化や業務体制の整備

が進み、継続性のある成果を上げることができました。 

ICT 等の活用については、介護記録ソフトや連動機器を活用し、業務効率の向上に努めました。

また、職員教育においても、動画やインターネット上の情報をデジタル管理することで、研修

環境の整備を行いました。 

尊厳保持およびハラスメント対策については、方針を常に明確化し周知するとともに、職員へ

の教育・研修に継続的に取り組みました。 

 

２. 概要 

■設備整備 

・シオンの丘空調・照明機器の全館更新整備(第 1 期工事)（老朽・故障頻度、補助事業） 

■機器等整備 

 ・シオンデイサービス給湯用ボイラー整備、シオンの丘介護浴槽 2 台、（故障整備） 

・シオン・エデン厨房機器（IH 調理器・冷蔵庫・消毒保管庫）(老朽・故障頻度) 

 ・法人ネットワーク : ウイルスセキュリティ対策(FortiGate 更新) 

■送迎車両等整備 

・エデンの丘 ハイエースリフト車 1 台更新(老朽整備) 

・シオンの丘 軽送迎車 1 台・ヘルパー原付バイク 2 台更新(老朽整備) 

■資産運用 

・R7 年 9 月償還となる債券 3,000 万円の入れ替えとして、(株)三菱 UFJ ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ第 41

回期限前償還条件付無担保社債、期間 10年(期限前償還 5年)、利率 1.796%、格付AA-(R&I)、

AA-(JCR) 3,000 万円を取得(R7.7) 

 

３. 役員の任期及び定数 

理事及び監事 
任期 : 令和 7 年 6 月 26 日～令和 8 年度定時評議員会の終結まで 

定員 : 理事 6 名、監事 2 名 

評議員 
任期 : 令和 7 年 6 月 26 日～令和 10 年度定時評議員会の終結まで 

定員 : 評議員 7 名 

 



４. 役員会等の開催状況 

 (1) 理事会 

開催年月日 出席数 議  題 

令和 7 年 

5 月 31 日 

 

6 名 

監事 1 名 

1. 令和 6 年度 事業報告について 

2. 令和 6 年度 収支決算について 

3. 次期評議員選任候補者の推薦について 

4. 次期役員(理事・監事)候補者の選任案について 

5. 牧羊会第三者委員の選任について 

6. 評議員選任・解任委員会の招集について 

7. 定時評議員会の招集について 

令和 7 年 

6 月 26 日 

6 名 

監事 2 名 

1. 理事長の選定について 

2. 次期評議員選任・解任委員の選任について 

3. 令和 7 年度 補正予算(案)について 

4. 給与規程変更について 

令和 7 年 

10 月 25 日 

6 名 

監事 2 名 

1. 令和 7 年度 補正予算(案)について 

2. 諸規程変更について 

3. シオンの丘ホーム空調・照明設備の更新整備について 

報告. 理事長の職務執行状況の報告について 

 

令和 8 年 

3 月 28 日 

 

 

6 名 

監事 2 名 

1. 令和 7 年度 補正予算(案)について 

2. 令和 8 年度 事業計画及び予算(案)について 

3. 諸規程変更の件について 

4. 役員等賠償責任保険契約の件について 

5. 評議員会の招集について 

報告. 理事長の職務執行状況の報告について 

(2) 評議員会 

開催年月日 出席数 議  題 

令和 7 年 

6 月 26 日 

6 名 

監事 1 名 

1. 令和 6 年度 事業報告の承認について 

2. 令和 6 年度 収支決算の承認について 

3. 次期役員(理事・監事)選任について 

令和 7 年 

3 月 31 日 

5 名 

監事 1 名 

1. 令和 7 年度 補正予算(案)の承認について 

2. 令和 8 年度 事業計画及び予算(案)の承認について  

(3) 評議員選任・解任委員会 

開催年月日 出席数 議  題 

令和 7 年 

6 月 3 日 

3 名 

 

1. 次期評議員の選任について 

(4) 監事の会計監査の実施 

日 時 場 所 実施者 

令和 8 年 5 月 20 日 シオンの丘ホーム 青木監事・池田監事 



５. 重点方針の取り組み 

方 針 事 業 報 告 

経営基盤の

安定 

年間約 60 名の職員の入れ替わりが続いており、人材定着の改善には至っていま

せん。現場では、退職者発生後の勤務調整に加え、採用者の経験や資格がさま

ざまであることから、業務方法や技術指導などの教育業務が増加しています。

そのため、通常業務と新人教育が重なり、忙しく不安定な事業運営となりまし

た。また、利用収入の回復にも至らず、物価高騰の影響や老朽設備の更新費用

も重なり、厳しい経営状況となりました。さらに近年は、他社参入の増加によ

り、高齢者福祉サービスにおける利用者獲得競争が激化し、介護業界を取り巻

く状況も大きく変化しています。引き続き、地域住民の生活と安心を支えられ

るよう、安定的かつ継続的な福祉サービスの提供に向けて、サービスの質の向

上と運営の安定化に取り組みます。 

シオンの丘デイサービス移転整備計画については、建物の老朽化や、シオン施

設から離れていることによる非効率の解消を目的としています。しかし、新た

な土地・建物の取得だけでなく、シオンの丘施設内での整備など、さまざまな

選択肢を排除せず検討することとし、継続審議としました。 

人財育成 

人材定着の改善に向けては、介護スキルや業務支援を基本とした各種研修やミ

ーティングを実施しました。また、処遇改善を継続しながら、働きやすい職場

づくりと人材育成にも取り組みました。前年度と比較して離職者数は若干減少

したものの、課題解決には至りませんでした。人材確保対策の一つとして、技

能実習生や特定技能外国人を受け入れ、教育および支援に取り組みました。 

質の向上 

専門性向上のため、継続的に部会・委員会・専門チームでの活動や研究発表活

動等に取り組み、各施設の強みを活かした専門性の向上に努めました。 

ICT 等の活用については、介護記録ソフトや連動機器を活用し、業務効率化に

努めました。また、職員教育では、外部研修機関の Web 動画や研修資料をデジ

タル管理することで、いつでも研修できる環境の整備と活用を進めました。し

かし、インカムや音声入力機能については現場への定着に至らず、一部の職員

での使用になっています。今後は、現場職員の必要性や習熟度に応じた方法を

検討し、現場で実践可能な ICT 活用による生産性向上に取り組んでいきます。 

地域介護 

地域支援については、介護教室、出前講座、サロン会、認知症カフェ、地域防

災部会、地域防災訓練、地域ネットワーク会議、香西長寿声かけ隊（徘徊声か

け模擬訓練・認知症サポーター養成講座）、配食サービス等の地域活動に対し、

継続的な支援と連携を行いました。 

先駆的  

取組み 

生産性向上(業務改善)の取り組みを通じて、「5S 活動」や「課題の見える化」に

おける成果だけでなく、職員の意識改革や職場風土の醸成にもつながりました。 

また、ナースコールの見守りセンサーや巡視アプリ機能を活用することで、事

故予防などのリスク管理強化につながり、安心・安全な生活環境の確保に寄与

しました。 



 


